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【道 標】
不登校問題の解決は長年の課題であり、これまで としては依然として増加傾向が続いている。

学校では、一人一人の児童生徒に向き合い、状況に このような中、県教育委員会は不登校問題の解決

応じた指導や支援を行い、その解決に努力してきた。 に向け、「千葉県版不登校対策指導資料集」を作成

しかし、社会の変化に伴い不登校の原因はますます し、不登校対策や未然防止に関する取組の充実、教

多様化しており、その対応は 難しさを増している。 職員の指導力の向上を図っている。また，「不登校

平成 30年 10月には、「平成 29年度児童生徒の問 対策支援チーム」を設置し、長期化等で解消が困難

題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」 なケースを対象に、知見のある専門家等がチームを

の結果が公表され、本県の状況が明らかになった。 組んで学校や教員の取組を支援しているところであ

これによると、平成 29年度中の小・中・高等学校 る。

における不登校児童生徒数は 8,859人であり、前年 ここでは、不登校に関する国や県の実態や施策に

度に比べ 554人増加した。学校種別に見ると、小学 ついて紹介するとともに、市町村教育委員会の先進

校は 1,606人で前年度より 150人増加、中学校は 的な取組を取り上げた。これらを通して、今後チー

4,637人で前年度より 446人増加、高等学校では ム学校として不登校児童生徒を出さないためにどの

2,616人で前年度より 42人減少したものの、県全体 ように取り組んでいくのか、考えていきたい。
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